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2007年度第1四半期の売上実績について

掲題の件について、下記のとおり分析いたしましたので、ご報告いたします。なお、ご不明な点がございましたら、東京本社　マーケティング部宛にご連絡ください。

記
1. 売上高の検証
(1) 売上高予実対比
1  (
（単位：万円）
　
4月
5月
6月
合計
予算
13,000
12,000
13,000
38,000
実績
13,863
11,728
10,763
36,354
達成率
107%
98%
83%
96%
)4月の売上高実績は予算を達成しているが、5月でやや下回り、6月では予算を大幅に下回る結果となっている。
2 2007年第1四半期の全体でみると、実績が予算を4.3ポイント下回る結果となっている。
3 4月から6月に推移するにつれて、予算達成が悪化している。特に悪い6月の売上高に関する詳細な検討が必要。
(2) 地域別月次売上高推移
6月の売上高が急激に悪化した原因を調べるため、2007年第1四半期の売上高の推移を地域別に集計しました。	
 (
　
4
月
5月
6月
合計
関東
5,936
6,280
4,351
16,567
関西
4,768
2,854
3,752
11,374
九州
3,159
2,594
2,480
8,233
合計
13,863
11,728
10,583
36,174
)





1 関東は、4月、5月と業績がよかったのに対し、6月で大きく売上高を落としている。
2 関西は、5月に大きく売上高を落としたが、6月には回復している。
3 九州は、3カ月間を通して、軒並み横ばいとなっている。
4 結果、関東の売上高が6月に急激に減少していることが大きな問題である（5月に比べて、約28ポイントの減少）。これに対しては、早急に何らかの対策を講じる必要がある。

2. 6月の関東地域における特記事項
上記の検証で問題のあった6月の関東地域に関して調査しました。その結果、判明した懸念材料は次のとおりです。
· 関東では、キャンペーンの告知が十分でなかった可能性がある
6月の新商品発売に合わせて行ったキャンペーンの、拡販材の使用数を調査しました（別紙1参照）。結果、関東地域では、他の地域に比べて使用数が大幅に少ないことが判明しました。	
· 量販店の店頭在庫が不足し、売上の機会損失を招いた可能性がある
6月に発売した新製品の納品までにかかった日数を調査したところ、関東地域では他の地域に比べて、平均で2日多く日数を要していたことが判明しました（別紙2参照）。		
関東	4月	5月	6月	5936	6280	4351	関西	4月	5月	6月	4768	2854	3752	九州	4月	5月	6月	3159	2594	2480	
月次売上高（万円）



